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RTtPCRを用いた検討でも､ SXR mRNAは食道房平上皮癌組織で発現が確認されたo SXRの応答遺伝子とし
ては､食道京平上皮癌細胞ではCYP3A4, MDRlの発現は認められなかったが､約60%の症例にMRP2の莱
現を認めた｡
術前化学療法施行症例においては､化学療法の効果が低い症例で､ SXR及びMRP2の発現が高い傾向にあ
ったが､統計学的有意差は認めなかった｡
以上の研究結果により､ヒト食道京平上皮癌において､ SXRの核-の高発現が予後良好因子となることが
明らかになった｡加えて術前化学療法施行症例においては､ SXR及びMRP2の発現が化学療法-の治療抵抗
性因子となる可能性が示唆された.本研究によってヒト食道京平上皮癌においてSXRの発現が初めて確認さ
れた｡さらにその応答遺伝子の発現とともに､化学療法-の感受性の機序を解明する上での有意義な知見が得
られた｡よって､本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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